
政

令

第
九
条
の
表
第
四
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
の
二

法
第
二
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
（
卸
供
給
を
行
う
事
業
の
用

に
供
す
る
電
気
工
作
物
が
一
の
経
済
産
業
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
場
合
に

限
る
。）

電
気
工
作
物
の
設
置
の

場
所
を
管
轄
す
る
経
済

産
業
局
長

四
の
三

法
第
二
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
（
同
条
第
一
項
の
接
続
に
係

る
発
電
用
の
自
家
用
電
気
工
作
物
が
一
の
経
済
産
業
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ

る
場
合
に
限
る
。）

電
気
工
作
物
の
設
置
の

場
所
を
管
轄
す
る
経
済

産
業
局
長

復
興
庁
令

省

令

平成年月日 水曜日 第号官 報

電
気
事
業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
復
興
庁
令
第
一
号

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十
条
及
び
第
七
十
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
庁
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
庁
令

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二

十
三
年
内
閣
府
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四
十
二
条
の
四
第
六

項
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
二
項
」
に
、「
第
六
十
八
条

の
九
第
六
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
」
に
、「
第

二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
六

の
七
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
庁
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
令
第
十
三
号

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）

第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
事

再
生
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

法
務
大
臣

上
川

陽
子

民
事
再
生
法
施
行
規
則

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
に

規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第
百
二
十
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
の
資
産

の
部
に
計
上
し
た
額
を
も
っ
て
再
生
債
務
者
の
総
資
産
額

と
す
る
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
生
債
務
者
が
、
法
第

二
百
二
十
八
条
（
法
第
二
百
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
法
第
百
二
十
四
条
第
二

項
の
貸
借
対
照
表
の
作
成
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
財
産
目
録

に
掲
げ
る
資
産
の
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
再
生
債
務
者
の

総
資
産
額
と
す
る
方
法
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七

年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
六
十
九
号

産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
係
る
規
制
の
特
例
措
置
）

第
三
条
の
二

新
事
業
活
動
（
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
新
事
業
活
動
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

と
し
て
商
工
会
議
所
、
商
工
会
又
は
都
道
府
県
商
工
会
連
合
会
（
新
事
業
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
内
閣
府
令
・
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
財
産
的
基
礎
を
有
す
る
も
の
に
限
り
、
資
金
決
済
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
第
四
号
、
第
七
号
、
第
八
号
又
は
第
九
号
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
そ
の
発
行
が
行
わ
れ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
払
式
支
払
手
段
（
そ
の

対
価
を
上
回
る
金
額
を
代
価
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
と
し
て
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他

内
閣
府
令
・
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
の
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
十
九
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の

は
、「
三
年
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

第
九
条
の
表
第
五
号
中
「
若
し
く
は
供
給
地
点
」
を
「
、
供
給
地
点
、
供
給
す
る
場
所
若
し
く
は
電
気
工
作
物
の
設

置
の
場
所
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
七
十
号

電
気
事
業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
百
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

電
気
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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